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東
日
本
大
震
災
を
教
訓
に
し

た
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
住
ま
い

　

熊
本
地
震
の
被
災
者
支
援
の
一
環

と
し
て
、
町
が
建
設
を
進
め
て
い
た

応
急
仮
設
住
宅
６
団
地
全
２
２
８
戸

が
完
成
し
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
４
月
29
日
（
金
）
に
白

旗
仮
設
住
宅
90
戸
の
建
設
に
着
工
。

入
居
希
望
調
査
に
応
じ
て
追
加
分
を

建
設
し
、
９
月
16
日
（
金
）
に
白
旗

第
３
仮
設
団
地
が
完
成
し
、
全

２
２
８
戸
の
建
設
完
了
、
入
居
者
に

引
き
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

床
や
畳
表
に
県
産
材
を
活
用
し
た

ほ
か
、
隣
家
と
隔
て
る
壁
を
丈
夫
に

し
二
重
窓
も
備
え
る
な
ど
、
防
音
や

断
熱
に
も
配
慮
。
玄
関
や
ト
イ
レ
な

ど
に
は
、
手
す
り
や
ス
ロ
ー
プ
な
ど

も
設
置
し
、
お
年
寄
り
や
体
の
不
自

由
な
方
に
も
利
用
し
や
す
い
よ
う
工

夫
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
、

仮
設
住
宅
で
孤
独
死
が
発
生
し
た
こ

と
を
教
訓
に
、
各
部
屋
に
縁
側
や
休

憩
用
の
ベ
ン
チ
な
ど
も
設
置
す
る
な

ど
、
入
居
者
同
士
の
交
流
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
配
慮
し
た
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。

▼
完
成
し
た
仮
設
住
宅
団
地

●
白
旗
仮
設
団
地
・
90
戸

　

甲
佐
町
早
川
２
１
０
０
番
地

　
（
町
営
白
旗
グ
ラ
ウ
ン
ド
用
地
）

●
乙
女
第
１
仮
設
団
地
・
48
戸

　

甲
佐
町
田
口
３
８
３
番
地
２

　
（
宇
城
鉄
筋
団
地
付
近
）

●
乙
女
第
２
仮
設
団
地
・
26
戸

　

甲
佐
町
田
口
１
０
１
５
番
地
１

　
（
森
川
健
康
堂
㈱
研
究
棟
敷
地
）

●
乙
女
第
３
仮
設
団
地
・
31
戸

　

甲
佐
町
田
口
４
２
６
３
番
地

　
（
町
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
用
地
）

●
白
旗
第
２
仮
設
団
地
・
19
戸

　

甲
佐
町
早
川
２
１
０
０
番
地

　
（
町
営
白
旗
グ
ラ
ウ
ン
ド
駐
車
場

　

用
地
）

●
白
旗
第
３
仮
設
団
地
・
14
戸

　

甲
佐
町
糸
田
４
３
８
‐
１

　
（
民
有
地
）

町
内
の
仮
設
住
宅
２
２
８
戸
が
完
成

熊
本
地
震
か
ら
の
本
町
の
復
興
に
向
け
た
新
た
な
一
歩

　

熊
本
地
震
の
被
災
者
支
援
の
た
め
の
応
急
仮
設

住
宅
６
団
地
全
２
２
８
戸
の
建
設
完
了
、
入
居
者

へ
の
引
き
渡
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
東
日
本
大
震

災
を
教
訓
に
し
て
建
設
し
た
住
宅
は
、
防
音
や
断
熱
、

手
す
り
や
ス
ロ
ー
プ
を
設
置
す
る
な
ど
、
住
民
に

配
慮
し
た
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

▲森川健康堂㈱研究棟敷地の乙女第２仮設団地

▼９月に完成した白旗第３仮設団地

▼

交流を持てるよう設置されたベンチ
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　ゆっくり体操クラブ（池田れい子会長）は、
毎週水曜日に白旗仮設団地の「みんなの家」
で活動しています。
　メンバーは、同団地の住民と早川区（西村
泰紘区長・72世帯）の介護予防サポーター
を含めた約20人。９月21日（水）に開催さ
れたクラブでは、なるなる体操や片足立ち１
分間、スクワットなどで体を動かしました。
　指導を行った平雄二郎さん（田原区）は、
「地元では、介護予防として取り組んでいま
した。団地はいろんな地区から人が集まって
いるので、体操を通じて住民同士のつながり
づくりのきっかけになれば」と話しています。

　９月16日（金）白旗仮設団地の「みんなの
家」で、甲佐町子育てサロン交流会が開催され
ました。
　同交流会は、子育て家庭の情報交換や親同士
のつながりを作り、地域との交流の中で子育て
しやすい環境を提供することを目的とした「子
育てサロンいとだ」が主催しています。今回は、
仮設住宅入居者と子育て中の親子との交流を目
的として、白旗仮設団地を訪問して開催されま
した。
　交流会では、参加した親子と入居者たちが順
番に自己紹介して交流を深めました。今後は、
同団地で開催される体操クラブなどと日程を合
わせるなどして開催される予定です。

住
民
み
ん
な
が
集
い
く
つ
ろ

げ
る
空
間
を
目
指
し
た
場
所

　

今
回
建
設
さ
れ
た
仮
設
団
地
に
は
、

「
み
ん
な
の
家
」
と
名
付
け
ら
れ
た

談
話
室
や
集
会
所
が
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
「
み
ん
な
の
家
」
と
は
、
熊
本
地

震
の
被
災
者
の
心
の
痛
み
を
最
小
化

し
、
少
し
で
も
安
ら
ぎ
を
感
じ
ら
れ

る
よ
う
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

に
つ
な
が
る
よ
う
な
空
間
と
し
て
仮

設
団
地
に
設
計
さ
れ
ま
し
た
。
県
産

の
木
材
を
使
用
し
屋
外
に
縁
側
を
備

え
た
デ
ザ
イ
ン
と
す
る
こ
と
で
、
い

つ
で
も
だ
れ
で
も
気
軽
に
立
ち
寄
る

こ
と
が
で
き
、
入
居
者
な
ど
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
空
間
と
し
て

活
用
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
輪

が
つ
な
が
る
暮
ら
し

　

談
話
室
や
集
会
所
を
入
居
者
の
集

い
の
場
と
し
て
、
地
域
を
超
え
た
新

し
い
人
と
の
出
会
い
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

白
旗
仮
設
団
地
の
「
み
ん
な
の

家
」
談
話
室
で
は
、
仮
設
住
宅
入
居

者
で
結
成
さ
れ
た
「
ゆ
っ
く
り
体
操

ク
ラ
ブ
」
や
、
子
育
て
中
の
親
子
と

仮
設
住
宅
入
居
者
な
ど
が
交
流
を
す

る
「
子
育
て
サ
ロ
ン
交
流
会
」
な
ど

が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
し
い
み
ん
な
の
集
い
の
場

　

入
居
者
同
士
の
交
流
な
ど
を
図
る
た
め
に
町

内
の
仮
設
団
地
に
設
け
ら
れ
た
談
話
室
で
は
、

新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

子育て中の親子と入居者が交流
甲佐町子育てサロン交流会

健康体操でつながる住民の輪
「ゆっくり体操クラブ」

▲乙女第３仮設団地に建設された「みんなの家」談話室

▶
ス
ク
ワ
ッ
ト
運
動
を
す
る
参
加
者
た
ち

▶
サ
ロ
ン
に
訪
れ
た
親
子
と
交
流
す
る
参
加
者
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中村
義一 さん

（上揚区）
ツタヱ さん

丸本
逸雄 さん

（西寒野区）
清子 さん

境
榮一 さん

（上豊内区）
來子 さん

伊藤
國一 さん

（本坂谷区）
美知子 さん

苦
楽
を
共
に

歩
ん
で
き
た

夫
婦
の
50
年

●
夫
婦
２
人
で
歩
ん
だ
50
年
を
表
彰

　
９
月
15
日
（
木
）
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・

ホ
ー
ル
で
、
第
58
回
熊
日
金
婚
夫
婦
表
彰
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
熊
本
日
日
新
聞
社
が
主
催
で
、
今
年
は
昭
和

40
年
に
結
婚
し
た
夫
婦
32
組
（
う
ち
25
組
出

席
）
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
同
社
社
長
代
理
の
池
下
敬
一
郎

事
業
局
次
長
が
、
表
彰
者
代
表
の
中
村
幸
男
さ

ん
・
峯
子
さ
ん
夫
妻
（
緑
町
区
）
に
、
表
彰
状

と
記
念
品
を
贈
呈
。
奥
名
克
美
町
長
が
「
皆
さ

ん
の
豊
富
な
知
識
と
経
験
を
継
承
し
て
い
た
だ

き
、
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
向
け
て
共
に

苦
難
を
乗
り
越
え
て
、「
甲
佐
町
に
住
ん
で
良

か
っ
た
」
と
言
っ
て
い
た
だ
け
る
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。
今
後
も
ご
夫
婦
と
も

ど
も
、
ま
す
ま
す
の
ご
長
寿
と
ご
多
幸
を
お
祈

り
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
表
彰
状
と
記
念

品
を
１
組
ず
つ
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
出
席
者
を
代
表
し
て
、
中
村
さ
ん
ご
夫
婦
が

「
本
日
は
、
こ
の
よ
う
な
お
祝
い
の
席
を
設
け

て
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

夫
婦
で
支
え
合
い
、
地
域
の
方
々
の
ご
指
導
や

ご
協
力
を
受
け
な
が
ら
、
こ
の
50
年
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
、
本
町
の
復
興

と
発
展
の
た
め
に
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
」
と

謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

第58回熊日金婚夫婦表彰

▼

代
表
し
て
表
彰
状
を
贈
呈
さ
れ
る
中
村
幸
男
さ
ん
・
峯
子
さ
ん
夫
妻

久佐賀
義雄 さん

（上豊内区）
壽美子 さん

後藤
又也 さん

（広瀬区）
征子 さん
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髙田
康夫 さん

（早川区）
陽子 さん

畑田
武俊 さん

（早川区）
幸 さん

島田
司郎 さん

（早川区）
子 さん

児成
英智 さん

（北原区）
芳子 さん

緒方
正次 さん

（早川区）
子 さん

渡邊
利秋 さん

（田原区）
フミコ さん

美濃田
春雄 さん

（有安区）
洋子 さん

成松
隆 さん

（浅井区）
キクエ さん

本田
翼 さん

（上早川三区）
京子 さん

奥村
大助 さん

（麻生原区）
東子 さん

加來
親喜 さん

（岩下一区）
節子 さん

中村
幸男 さん

（緑町区）
峯子 さん

※ご希望の方のみを
掲載しています。

田上
壽行 さん

（中横田区）
峯子 さん

田中
將臣 さん

（中横田区）
敬子 さん

増浪
研二郎さん

（中横田区）
江美子さん

北畑
冨士男 さん

（浅井区）
歌子 さん

本田
武典 さん

（上早川一区）
郁子 さん

佐藤
等 さん

（上早川三区）
優子 さん

柴田
徹哉 さん

（中山区）
とも子 さん

小島
宗興 さん

（津志田区）
慶子 さん

丸山
昭一 さん

（北早川区）
多惠子 さん

岡本
尚志 さん

（辺場区）
裕子 さん

宮村
敏秋 さん

（吉田区）
五月子 さん
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９
月
15
日
（
木
）
町
役
場
で
、
町

と
熊
本
県
退
職
者
建
設
技
術
協
会
と

の
災
害
支
援
活
動
に
関
す
る
協
定
の

調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
協
会
（
松
永
卓
会
長
）
は
、
熊

本
県
職
員
を
退
職
し
た
Ｏ
Ｂ
に
よ
り

結
成
さ
れ
た
団
体
。
熊
本
地
震
お
よ

び
豪
雨
災
害
に
関
す
る
公
共
土
木
施

設
な
ど
の
応
急
対
策
や
災
害
復
旧
に

係
る
設
計
な
ど
に
つ
い
て
、
技
術
的

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
本
町
に
派

遣
さ
れ
る
職
員
は
、
町
の
要
請
に
応

じ
て
復
旧
工
事
の
工
法
や
設
計
な
ど

に
つ
い
て
助
言
し
、
工
事
の
早
期
完

了
を
図
り
ま
す
。

　

調
印
後
、
奥
名
克
美
町
長
は
「
地

域
住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、

豊
富
な
知
識
や
経
験
を
生
か
し
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　８月31日（水）中甲橋グリーンパークで、

甲佐小学校（赤星法眞校長176人）３・４年

生約60人がアユの放流を体験しました。

　緑川の環境保全のため、サントリー九州熊

本工場が緑川漁業協同組合（山口照雄組合

長）の協力の下、毎年実施。バケツなどに取

り分けた20㌢程度に成長したアユ約3,200匹
を放流しました。

　児童たちは、アユの泳ぐ姿を眺め「元気で

ね」と声を掛け、アユが成長してまた緑川に

戻ってくるよう願いを込めました。

復興へ新たな一歩を　　
町災害対策本部を復興対策本部へ移行

県退職職員が災害復旧支援
本町と熊本県退職者建設技術協会で調印式

緑川で大きく育ってね　
甲佐小３・４年生がアユを放流

▼町生涯学習センターで復興対策本部設置について訓示する奥名克美町長

▲バケツに取り分けたアユを緑川に放つ甲佐小児童たち

▼

県
退
職
者
建
設
技
術
協
会
の
松
永
卓
会
長
と
奥
名
克
美
町
長

　

９
月
16
日
（
金
）、
町
で
は
、

熊
本
地
震
や
九
州
豪
雨
な
ど
の
対

応
で
設
置
し
て
い
た
町
災
害
対
策

本
部
を
発
展
的
に
解
散
し
、
本
町

の
復
旧
・
復
興
を
推
進
す
る
た
め

に
、
新
た
に
「
町
復
興
対
策
本

部
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

町
災
害
対
策
本
部
と
は
、
本
町

に
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
場

合
ま
た
は
派
生
す
る
お
そ
れ
が
あ

る
場
合
な
ど
に
設
置
さ
れ
る
も
の
。

町
で
は
、
前
震
が
発
生
し
た
４
月

14
日
（
木
）
に
設
置
。
被
害
状
況

の
集
約
や
被
災
者
の
救
急
救
命
、

救
援
物
資
の
提
供
、
仮
設
住
宅
の

整
備
な
ど
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

地
震
発
生
か
ら
５
か
月
が
経
過
。

　

余
震
回
数
も
減
少
し
、

応
急
対
策
か
ら
復
旧
と

復
興
に
向
け
た
取
り
組

み
に
軸
足
を
移
す
た
め

「
町
復
興
対
策
本
部
」

を
設
置
し
ま
し
た
。

　

同
日
、
町
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
で
の
訓
示
に

お
い
て
、
奥
名
克
美
町

長
は
「
今
か
ら
が
本
当

の
意
味
で
の
復
旧
・
復

興
。
み
ん
な
で
力
を
合

わ
せ
取
り
組
ん
で
行
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

復
興
指
針
に
基
づ
き
、

町
民
の
皆
さ
ん
の
た
め

に
全
力
を
注
い
で
い
き

ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。
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　９月21日（水）、本町での平成28年度の100歳

到達者に祝状などが贈呈されました。

　100歳を迎える高齢者の長寿を祝い、多年にわ

たり社会の発展に寄与してきたことに感謝すると

ともに、高齢者福祉についての関心と理解を深め

ることを目的として内閣府が毎年実施。今年度の

到達者（大正５年４月１日～同６年３月31日生

まれ）は、上村カズさん（上豊内区）、緒方マス

子さん（町内施設入所）、古閑ツルコさん（同）、

坂田マツエさん（同）、白石ミヱさん（上早川三

区）、田添トシ江さん（町内施設入所）、宮崎タマ

さん（北早川区）、宮本マツヱさん（津志田区）、

ほか２人の計10人（あいうえお順）。

　贈呈では、奥名克美町長が各到達者を訪問し、

内閣総理大臣からの祝状と記念品を伝達。町と甲

佐町社会福祉協議会（奥名克美代表）からの祝金

も贈りました。

　表彰を受けた上村さん（写真中央）は、「皆さ

んに祝っていただきとてもうれしいです。これか

らも趣味の短歌をがんばります」と話しました。

　

９
月
下
旬
、
麻
生
原
の
国
指
定
天

然
記
念
物
「
麻
生
原
の
キ
ン
モ
ク
セ

イ
」
が
開
花
し
ま
し
た
。

　

大
き
さ
日
本
一
と
言
わ
れ
る
「
キ

ン
モ
ク
セ
イ
」
は
、
麻
生
原
居
屋
敷

観
音
の
境
内
に
茂
っ
た
大
樹
で
あ
り
、

大
き
さ
に
お
い
て
は
日
本
一
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
樹
高
18
㍍
、
目
通
り

の
周
り
約
３
㍍
、
地
上
か
ら
４
㍍
で

三
支
幹
に
分
か
れ
、
枝
張
り
は
東
北

に
９
㍍
、
西
方
と
南
方
に
８
㍍
、
北

方
は
11
㍍
に
達
し
て
い
ま
す
。

　

毎
年
、
彼
岸
ご
ろ
に
２
度
黄
色
い

花
を
付
け
優
し
い
香
り
を
放
つ
「
キ

ン
モ
ク
セ
イ
」
は
、
今
年
は
10
月
初

め
に
満
開
を
迎
え
、
観
光
客
を
花
と

香
り
で
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　町生涯学習センター図書室に、「チクチク

会」（上田福子会長）から寄贈された手作り

の「布の絵本」が展示されています。

　同会は、布を使った絵本などを作製する団

体。毎週月曜日に町老人いこいの家に集い作

品制作。毎年同センター図書室に作品を寄贈

されています。

　色鮮やかな布とボタンなどを利用した仕掛

けの工夫が光る手触りの優しい絵本は、同セ

ンター図書室でこれまで寄贈されたものと合

わせて全22冊を自由に閲覧できます。

あたたかい手触りの絵本
「チクチク会」の布の絵本を展示中

▲布の絵本は、町生涯学習センター図書室で展示中

100歳おめでとうございます
平成28年度100歳到達者に祝い状などを贈呈

▲奥名克美町長（写真左）から内閣総理大臣からの祝状と記念品などを
伝達された上村カズさん（上豊内区・同中央）

▼

黄
色
い
花
を
咲
か
せ
た
「
麻
生
原
の
キ
ン
モ
ク
セ
イ
」

優しい香りの花が開花　
国指定天然記念物「麻生原のキンモクセイ」
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町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

町総合保健福祉センター　TEL 096‒235‒8711

■ 

10
月
か
ら
鮎
緑
（
あ
ゆ
み
）
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
室
を
再
開
し
ま
し
た

１
か
月
フ
リ
ー
パ
ス
で
、
お
得
に
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
が
で
き
ま
す

利
用
に
応
じ
て
付
与
さ
れ
る
ポ
イ
ン

ト
を
貯
め
て
お
得
に
買
い
物
し
よ
う

ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ズ
大
作
戦
や
子
育
て

サ
ロ
ン
も
開
催
し
ま
す

鮎緑トレーニング室で
運動を始めませんか

さまざまな機器を使ってトレーニングができます

国
民
健
康
保
険

町住民生活課　TEL 096‒234‒1113( 内線 106)

■ 

医
療
費
の
免
除
に
は
「
一
部
負
担

金
免
除
証
明
書
」
が
必
要
で
す

「
一
部
負
担
金
免
除
証
明
書
」
の
申

請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

す
で
に
医
療
費
を
支
払
っ
た
場
合
の

還
付
手
続
き
も
行
っ
て
い
ま
す

熊本地震により被災された
被 保 険 者 の 皆 さ ん へ

町住民生活課で申請を受け付けています
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男
女
共
同
参
画

町総務課　TEL 096‒234‒1140（内線 222）　

■
男
性
の
家
事
・
育
児
を
支
援
す
る

「
Ｌ
Ｅ
Ｔ
’Ｓ
さ
ん
か
く
ア
プ
リ
」

● 

「
Ｌ
Ｅ
Ｔ
’Ｓ
さ
ん
か
く
ア
プ
リ
」
と
は

● 

ア
プ
リ
の
便
利
な
機
能

・「
Ｄ
ｏ
さ
ん
か
く
！
」

・「
ク
イ
ズ
」

・「
備
忘
録
」

・「
ア
ル
バ
ム
」

・「
採
点
」

▼

男性の家事・育児を
支援する応援アプリ

「さんかくアプリ」で検索・ダウンロードできます

国
民
年
金

町住民生活課　TEL 096‒234‒1113 （内線 104）

■ 

保
険
料
の
納
付
に
は
便
利
で
お
得

な
口
座
振
替
が
お
す
す
め
で
す

■ 

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
お
よ
び

猶
予
申
請
に
つ
い
て

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

TELTEL

国民年金保険料は
期限内に納めましょう

国 民 年 金 は 支 え 合 い の 制 度 で す
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今 R
ea
d T
his S

tory!

～ My Favorite Story ～

私のおすすめ図書
 『医者になりたい』（島田 和子著）

備後 由喜江さん
〔北早川区〕

町生涯学習センター図書室のご利用について

■開館時間 午前９時～午後５時　■休館日 毎週火曜日、年末年始　■貸出冊数・期間 １人５冊まで、15日間

●図書室の利用や、図書の検

　索・リクエストなどについ

　てのお問い合わせ先

　町生涯学習センター図書室

　TEL096-234-2447（内線331）

Library Information

図書室からのお知らせ

■本の入荷について

　図書室では、毎週新刊本

や話題の本など、新しい本

を入荷しています。

　本のリクエストについて

も、図書室カウンターにて

受け付けています。皆さん

の読みたい本や気になる本

などがありましたら、お知

らせください。

　また、お探しの本などが

ありましたら、お気軽にカ

ウンターにご相談ください。

「問題の多い料理店、本日開店

いたします」。編集者の尚登は、

突如クビを言い渡されなぜか料

理人として次の職場を仲介され

る。そこで待っていたのは若手

写真家の秋彦。うずまきを偏愛

する彼とエスカルゴ料理店を立

ち上げることになるが…。笑い

と感動で心を満たす、最高の料

理＆成長小説。読むと本当にエ

スカルゴが食べたくなります。

KADOKAWA

小説

エスカルゴを巡る壮大な食の軌跡
津原 泰水著 /『エスカルゴ兄弟』

いたずら大好きなジャックの絵本
橋本 さやか作 /『いたずらジャック』

現代風「べこもち」を作ってみよう
秋山 直美著 /『切ったら絵が出るちいさなべこもち』

切ると美しい絵が出る「べこも

ち」は下北半島の郷土菓子です。

その「べこもち」を家庭でも気

軽に楽しめるようにアレンジ。

材料はだんご粉と砂糖なので、

卵や小麦粉にアレルギーのある

子どもにも安心です。シンプル

で作りやすい柄から、子どもに

人気の柄、四季の行事を楽しむ

柄など、詳しい手順付きの写真

で分かりやすく紹介しています。

誠文堂新校舎

教養・娯楽

赤崎水曜日郵便局は、津奈木町

にある廃校になった赤崎小学校

を利用したアートプロジェクト

として開局しました。ここへ自

分の水曜日の物語を送ると、知

らない誰かの水曜日が届きます。

手紙を通じた一期一会。そんな

ちょっと不思議な片道書簡が１

冊の本になりました。ありふれ

た日常は、こんなにも魅力的で、

宝物なのだと教えてくれます。

KADOKAWA

一般書

手紙を通じて誰かの水曜日に出会う
楠本 智郎著 /『赤崎水曜日郵便局』

第12回えほんコンテスト金賞

受賞作品。かぼちゃのおばけの

ジャックは、毎日誰かをびっく

りさせたくて、いろんないたず

らを考えます。ある日、女の子

から「つまらない」と言われて

大ショック。そこでジャックが

考えたとっておきのいたずらは

…。かわいらしい絵とストー

リーが、ハロウィンの読み聞か

せにぴったりの絵本です。

滋惠出版 / つちや書店

児童書

「女に学問はいらない」と言われた時
代、強い意思とバイタリティで道を切
り開いた４人の女性たちの生涯をたど
る連作ノンフィクション。

今月の案内人

●あなたの「おすすめ図書」を

　ご紹介してみませんか？

　町生涯学習センター図書室

　TEL096-234-2447（内線331）
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Human Rights
人権 ～心豊かに暮らすために～

　
8
月
24
日
（
水
）
上
早
川
四

区
公
民
館
で
、
公
民
館
出
前
講

座
「
が
ん
の
予
防
」
を
開
催
し
、

講
師
の
谷
田
病
院
医
師
の
橋
内

昇
さ
ん
に
よ
る
講
習
会
を
行
い

ま
し
た
。

　
橋
内
さ
ん
は
、「
人
の
細
胞

は
お
お
よ
そ
40
兆
個
あ
り
、
約

２
年
で
全
て
の
細
胞
が
新
し
く

入
れ
替
わ
り
ま
す
。
し
か
し
、

な
か
に
は
エ
ラ
ー
を
起
こ
し
た

細
胞
が
１
日
に
数
千
個
ほ
ど
で

き
、
そ
の
細
胞
が
が
ん
化
し
て

い
き
ま
す
」
と
説
明
。
が
ん
化

し
た
細
胞
を
攻
撃
す
る
キ

ラ
ー
細
胞
（
Ｎ
Ｋ
細
胞
）
に
つ

い
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を

使
っ
て
参
加
者
に
詳
し
く
解
説

し
ま
し
た
。

　「
キ
ラ
ー
細
胞
の
活
性
化
に

は
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
や
キ
ノ
コ

な
ど
を
摂
る
こ
と
も
大
事
で
す

が
、
日
ご
ろ
か
ら
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

に
過
ご
し
、
笑
顔
を
絶
や
さ
な

い
こ
と
が
が
ん
の
抑
制
に
期
待

で
き
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
　

　
９
月
10
日
（
土
）「
ネ
イ
ル

ケ
ア
・
カ
ラ
ー
教
室
」
を
町
農

業
研
修
セ
ン
タ
ー
「
ろ
く
じ

館
」
で
開
催
し
、
受
講
生
12
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
講
師
は
、
ネ
イ
ル
サ
ロ
ン

「
ア
レ
ー
ズ
」
で
活
躍
さ
れ
た

上
村
さ
つ
き
さ
ん(

熊
本
市)

。

講
座
で
は
、
つ
め
や
す
り
の
持
ち

方
か
ら
方
向
や
整
え
方
な
ど
を
学

習
。
手
を
お
湯
に
入
れ
て
温
め

た
後
、
ス
テ
ィ
ッ
ク
で
甘
皮
処

理
を
し
て
磨
い
て
、
カ
ラ
ー
を

塗
る
方
法
を
勉
強
し
ま
し
た
。

　
受
講
生
は
、「
自
分
の
手
も

見
違
え
る
よ
う
に
き
れ
い
に
な

り
ま
し
た
。
秋
の
夜
長
に
は

ゆ
っ
く
り
手
入
れ
す
る
の
も
い

い
で
す
ね
」
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

「
が
ん
の
予
防
」

▼

公
民
館
出
前
講
座

ネ
イ
ル
ケ
ア
・
カ
ラ
ー
教
室

▼

公
民
館
主
催
講
座

▲講師の橋内さんからがんの仕

組みや予防法を学ぶ受講生

▲講師の上村さんからきれいな

カラーの塗り方を学ぶ受講生

▲

町民大学のお知らせ

第２回講演会

「脳トレについて」

●開催日時

　10月20日（木）午前10時～午

前11時30分

●会場

　町生涯学習センター・ホール

●演題　

　脳トレについて

●講師

　渡辺翔子さん（特別養護老人

ホーム「桜の丘」介護員）

※どなたでも参加できますので、

ご近所・お友達お誘いの上、多

くの皆さんの参加をお待ちして

います。

●誰もが使いやすいユニバーサル
　デザイン

　企業は、「あらゆる人を排除しな

い社会を作っていく」という視点で

商品やサービスを開発することで社

会に貢献することができます。

　社会には、年齢、性別、身体能力

などに違いを持つ人たちが暮らして

います。幼児、高齢者、子ども連れ

の人、車いすの人、障がいのある人、

病人、けがをしている人など、さま

ざまな事情を抱える人がいます。　

　「ユニバーサルデザイン」とは、

物や施設などのデザインが、あらゆ

る人が使うことを念頭に作られてお

り、誰もが使いやすいような配慮や

工夫が施されていることを示す概念

です。

　例えば、シャンプーとリンスの違

いがわかる刻みのついたボトル、大

きなボタンのついた電化製品、多目

的トイレ、歩道と乗降口との高低差

を少なくすることで乗り降りを容易

にしたノンステップバスなど、身近

な小物から建築物、街全体までさま

ざまなところでこの考え方が活かさ

れています。

●ユニバーサルデザインの７原則
①誰にでも公平に利用できること

②多様な使い手や使用環境に対応で

　き、使う上での自由度が高いこと

③使い方が簡単ですぐに分かること

④必要な情報や環境が使い手の能力

　にかかわらず、すぐに理解できる

　こと

⑤うっかりミスや危機につながりに

　くく、安全で万一の事故にも対　

　応できること

⑥無理な姿勢をとることなく、少な

　い力でも楽に使用できること

⑦使いやすい大きさや広さを確保す

　ること

　町教育委員会公民館事務局

　TEL096-234-2447（内線321）
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皆
さ
ん
は
、
毎
年
10
月
20
日
が
「
世

界
骨
粗
し
ょ
う
症
デ
ー
」
と
い
う
こ
と

は
ご
存
じ
で
し
た
か
。
知
っ
て
い
る
方

も
知
ら
な
か
っ
た
方
も
「
骨
粗
し
ょ
う

症
」
と
い
う
言
葉
は
、
耳
に
し
た
こ
と

が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
骨
粗
し
ょ
う
症
と
は
、
骨
の
強
度
が

低
下
し
て
骨
折
し
や
す
く
な
る
病
気
で

す
。
今
月
は
、
骨
粗
し
ょ
う
症
に
よ
る

影
響
と
そ
の
原
因
、
予
防
に
つ
い
て
ご

紹
介
し
ま
す
。

●
骨
粗
し
ょ
う
症
の
恐
ろ
し
さ

　
骨
粗
し
ょ
う
症
に
な
る
と
、
骨
が
ス

カ
ス
カ
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
想
像
が

つ
き
ま
す
が
、
最
も
問
題
に
な
る
の
は

転
倒
に
よ
る
骨
折
で
す
。
足
の
付
け
根

に
あ
る
大
腿
（
だ
い
た
い
）
骨
を
骨
折

す
る
と
歩
け
な
く
な
り
、
最
終
的
に
寝

た
き
り
に
な
る
こ
と
も
あ
る
の
で
す
。

平
成
22
年
の
国
の
調
査
で
は
、
介
護
が

必
要
に
な
っ
た
原
因
が
女
性
で
４
人
に

１
人
、
男
性
で
７
人
に
１
人
が
運
動
器

の
障
が
い
で
し
た
。
ま
た
、
大
腿
骨
の

骨
折
後
36
㌫
の
人
が
元
通
り
に
歩
け
る

ま
で
に
回
復
し
な
か
っ
た
と
の
結
果
も

あ
り
ま
す
。「
思
っ
て
い
た
よ
り
大
変

な
病
気
な
の
で
は
」と
思
い
ま
せ
ん
か
。

●
ど
う
し
て
骨
粗
し
ょ
う
症
に
な
る
の

　
骨
粗
し
ょ
う
症
の
原
因
は
、
骨
の
密

度
や
質
が
低
下
す
る
こ
と
で
す
。
特
に

次
の
項
目
に
当
て
は
ま
る
人
は
注
意
が

必
要
で
す
。

・
閉
経
後
の
女
性

・
細
身
の
人
、
過
度
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
を

　
し
て
い
る
人

・
家
族
に
骨
粗
し
ょ
う
症
と
診
断
さ
れ

　
た
人
が
い
る
人

・
喫
煙
、
過
度
の
飲
酒
を
す
る
人

・
生
活
習
慣
病
の
人
（
高
血
圧
・
糖
尿

　
病
・
脂
質
異
常
症
・
動
脈
硬
化
な
ど
）

　
骨
粗
し
ょ
う
症
は
年
を
重
ね
て
か
ら

の
問
題
だ
と
思
い
が
ち
で
す
が
、
０
〜

20
歳
の
骨
量
が
著
し
く
高
ま
る
時
期
に

お
い
て
、
い
か
に
骨
量
を
増
や
せ
て
い

た
か
が
、
将
来
の
骨
粗
し
ょ
う
症
予
防

に
と
て
も
重
要
で
す
。
過
度
な
ダ
イ

エ
ッ
ト
で
低
体
重
に
な
っ
た
り
必
要
な

栄
養
が
不
足
し
た
り
す
る
と
、
早
い
段

階
で
発
症
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
す

べ
て
の
年
代
の
人
が
骨
粗
し
ょ
う
症
予

防
を
意
識
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

●
骨
粗
し
ょ
う
症
を
予
防
す
る
た
め
の

　

３
つ
の
こ
と
を
早
速
始
め
よ
う

①
適
度
な
運
動

　
骨
粗
し
ょ
う
症
が
あ
る
場
合
、

ち
ょ
っ
と
し
た
衝
撃
で
骨
折
す
る
危
険

が
高
く
な
る
た
め
、
転
倒
を
防
ぐ
こ
と

が
と
て
も
大
切
で
す
。
バ
ラ
ン
ス
感
覚

を
養
う
両
目
を
開
け
た
ま
ま
片
足
で
１

分
ほ
ど
立
つ
運
動
や
筋
力
を
鍛
え
る
ス

ク
ワ
ッ
ト
（
ふ
ら
つ
き
の
あ
る
方
や
自

信
の
な
い
方
は
、
無
理
せ
ず
ご
相
談
く

だ
さ
い
）
が
効
果
的
で
す
。

②
十
分
な
栄
養

　「
骨
＝
カ
ル
シ
ウ
ム
さ
え
摂
っ
て
い

れ
ば
、骨
粗
し
ょ
う
症
に
は
な
ら
な
い
」

は
間
違
い
で
す
。
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収

を
助
け
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
、
骨
形
成
を
促

す
ビ
タ
ミ
ン
Ｋ
も
大
切
で
す
。

　
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
を
多
く
含
む
サ
ケ
、
ウ

ナ
ギ
、
サ
ン
マ
、
イ
ワ
シ
、
干
し
シ
イ

タ
ケ
な
ど
や
ビ
タ
ミ
ン
Ｋ
を
多
く
含
む

納
豆
、
小
松
菜
、
ホ
ウ
レ
ン
草
、
ニ
ラ
、

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
な
ど
を
カ
ル
シ
ウ
ム
と

一
緒
に
摂
取
す
る
こ
と
を
心
掛
け
、
丈

夫
な
骨
と
筋
肉
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

③
健
診
を
受
け
る
こ
と

　
定
期
的
に
健
診
を
受
け
て
、
自
身
の

体
の
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

● 

町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
室
を
利
用
し
ま
せ
ん
か

　
町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、

10
月
１
日（
土
）か
ら
、「
あ
ゆ
み
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
室
」
を
再
開
し
ま
し
た
。

　
骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
の
た
め
、
生
活

習
慣
病
予
防
の
た
め
、
健
康
づ
く
り
の

た
め
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
に
合
わ

せ
て
専
門
家
の
サ
ポ
ー
ト
も
得
ら
れ
ま

す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
一
度
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

10
月
20
日「
世
界
骨
粗
し
ょ
う
症
デ
ー
」

皆
さ
ん
の
骨
は
健
康
で
丈
夫
で
す
か

あ
ゆ
み
だ
よ
り

骨 の話

このコーナーでは、毎月、町総合

保健福祉センター職員である保健

師、社会福祉士などが、健康や福

祉、介護、健康診査などに関する

情報をリレー形式でご紹介します。

骨粗しょう症は、がんや脳卒中の

ようにそれ自体が命を脅かす病気

ではありませんが、転倒による骨

折から寝たきり状態になることも

あります。日ごろから適度な運動

や十分な栄養を摂ることを心掛け

て、健やかな生活を送りましょう。

今月の「あゆみだより」は

髙倉 美保 保健師

Health
町総合保健福祉センターからのお知らせ
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・町総合保健福祉センター

・町地域包括支援センター

　（町総合保健福祉センター内）

　TEL096-235-8711

●行事などに関する詳しい内容は、各園に直接お問い合わせください。

Child-Care
10月の子育て支援カレンダー

地域子育て支援センター
　（竜野保育園内） TEL096-234-0305

３日（月） 親子で読書

５日（水） 製作遊び（ハロウィンの飾り）

７日（金） ブロック遊び

９日（日） 運動会（未就園児の競技があります）

12日（水） 砂場で遊ぼう

14日（金） 誕生会（要予約）

17日（月） 小麦粉粘土遊び

19日（水） おやつ作り（クッキー）

21日（金） お散歩へ出かけよう

24日（月） 積み木遊び

26日（水） シール遊び

28日（金） どんぐり拾いに行こう

31日（月） ハロウィンの衣装で遊ぼう

 育児相談（電話・面接）
 月～金曜日　午前９時30分～午後４時

 体験保育
 月・水・金曜日　午前９時30分～正午

10・11月の保健活動

　　10月20日（木）　午前９時

　　11月17日（木）　午前９時

　　10月20日（木）　午前10時

　　11月17日（木）　午前10時

　　10月７日（金）　午前９時30分

　　11月８日（火）　午後１時

　　11月25日（金）　午前９時30分

　　11月８日（火）　午後１時20分

　　11月15日（火）　午後１時30分甲佐保育園 TEL096-234-0186

園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

若草保育園 TEL096-234-0013

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

竜野保育園 TEL096-234-0519

９日（日） 運動会

14日（金） 誕生会

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

乙女保育園 TEL096-234-3947

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

緑川保育所 TEL096-234-0789

  園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

★お子さんの成長の記念として、

“笑顔”の写真を『広報こう

さ』紙面に飾ってみません

か？写真掲載のお申し込みは、

町総合保健福祉センターまで。

　町総合保健福祉センター

　TEL096-235-8711

福島 大
は る と

翔 くん（１歳）
父・貴弘 さん　母・美夏 さん

（下豊内区）

じぃじ、ばぁば、あーちゃん、

これからもよろしく

Smile
わが家の“ 笑顔 ”をご紹介します
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今月のお知らせ

お問い合わせ先一覧

Monthly Information

●町役場

　 TEL096-234-1111（代表）
●町教育委員会

 （町生涯学習センター）

　 TEL096-234-2447（代表）
●町総合保健福祉センター

　 TEL096-235-8711
●町水道管理センター

　 TEL096-234-0755
●町民センター

　 TEL096-234-2459
●町学校給食センター

　 TEL096-234-0255
●町老人憩いの家

 （㈳甲佐町社会福祉協議会）

　 TEL096-234-0423
●御船町甲佐町衛生施設組合

 （クリーンセンター）

　 TEL096-282-0688
●上益城消防署

　 TEL096-282-1955
●御船警察署

　 TEL096-282-1110
●上益城広域連合

　 TEL096-237-2891
●県上益城地域振興局

　 TEL096-282-2111（代表）
●県御船保健所

　 TEL096-282-0016
●県庁

　 TEL096-383-1111（代表）

●町へのメールでのお問い合
わせ先
甲佐町公式ウェブサイト
「お問い合わせメール
フォーム」
URL http://www.town.kosa.
kumamoto.jp/q/sform
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▼
日
時

▼
会
場

▼
相
談
員

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

TEL

●
Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接

　
種
が
始
ま
り
ま
す

▼
対
象
者

▼
接
種
回
数
お
よ
び
料
金

▼
実
施
医
療
機
関

▼
接
種
対
象
と
な
ら
な
い
人

●
高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ

　
ク
チ
ン
予
防
接
種
に
つ
い
て

▼
接
種
期
限

▼
対
象
者

①②

日 曜 当 番 医

TEL
TEL
TEL
TEL
TEL

doctor

町税などの滞納処分（８月分）
tax

ｉ
お
知
ら
せ

10
月
17
日
（
月
）
〜
23
日
（
日
）

行

政

相

談

週

間

各
種
予
防
接
種
に
つ
い
て
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▼
接
種
回
数
お
よ
び
料
金

▼
実
施
医
療
機
関

●
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種

　
費
用
を
助
成
し
ま
す

▼
助
成
期
限

▼
対
象
者

①

②▼
助
成
額

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

TEL
▼
平
成
28
年
度
寄
附
金
額
合
計

▼
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

TEL

交 通 事 故 件 数

９月15日現在（カッコ内は前年比較）

               traffic safety

出 動 火 災 件 数

９月15日現在（カッコ内は前年比較）

               fire prevention  

ｇ
お
礼

ふ
る
さ
と
甲
佐
応
援
寄
附
金

乙女地区には、船津・田口・

南三箇に３体の六地蔵が存在しま

す。年代的には、山出にあるもの

と同時代だと思われます。

熊本地震による被害を受けた

のは、南三箇の六地蔵だけでした。

これは、現代の私たちからすれば

ちょっと人目につかない奥まった

場所にあります。

その理由は、広い道路が出来る

前、六地蔵のある場所が城南との

境を示し、世持、船津へと続く道

だったそうです。また、この周囲

は子どもたちの遊び場であり、道

行く人々や地域の人を見守り続け

る存在でもあったと聞きました。

地震後は、足が遠のいている

地域の方も 10 月 24 日の六地蔵

の命日には、花を手向けに行くつ

もりだと伺いましたが、変わり果

てた姿にどう思われるでしょう。

１日も早い復旧を願わずにはいら

れません。

最後に、無事だった船津の六

地蔵には、こんなうわさ話があっ

たそうです。他の六地蔵と同年代

のはずなのに摩耗がひどいのは、

遊び（博打など）に行く際、験担

ぎに少しずつ削られお守りにされ

たからだということでした。真偽

の程は、今更確かめようがありま

せんが…。それにしても罰は当た

らなかったのでしょうか。

甲佐町の文化財探訪　～第 37回～

古きを訪ねて甲佐町を知る
▼

地
震
の
影
響
で
倒
れ
た
南
三
箇
の
六
地
蔵

■お問い合わせ先　町教育委員会社会教育課　 TEL 096-234-2447（内線 322）

「大地震による文化財の損壊」 石坂妙 町文化財保護委員（吉田区）

※六地蔵には、さまざまな形態がありますが、この六地蔵は六面それぞれに地蔵が刻まれています。

クリーンセンターへのごみ直接搬入について

TEL

      environmental preservation
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▼
日
時

▼
会
場

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

TEL

▼
日
時

▼
会
場

▼
イ
ベ
ン
ト
内
容

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

TEL

▼
開
催
日
時

▼
集
合
場
所

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

TEL

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

TEL
▼
10
月
か
ら
の
県
最
低
賃
金

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

TEL

ｅ
開
催

10

月

30

日
（

日

）

開

催

「
か
み
ま
し
き
復
興
マ
ル
シ
ェ
」

就
職
を
希
望
す
る
人
を
支
援

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
上
益
城
ブ
ラ
ン
チ

10

月

22

日
（

土

）

開

催

龍
野
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
ク

「
消
防
フ
ェ
ア
２
０
１
６
」
を

イ
オ
ン
モ
ー
ル
熊
本
で
開
催

10
月
か
ら
熊
本
県
の
最
低

賃
金
が
改
定
さ
れ
ま
し
た

解
雇
や
労
働
条
件
な
ど
の
ト
ラ

ブ
ル
解
決
を
お
手
伝
い
し
ま
す

ｉ
お
知
ら
せ

津志田河川自然公園（通称・乙女河原）の利用届け出は、インターネットで簡単に申し込めます

　通称「乙女河原」こと津志田河川自然公園を利用す

る際の利用申し込みの届け出が、簡単な電子申請（イ

ンターネット申込み）でできます。

　ご利用の際には、事前に届け出をお願いします。

▼利用申し込みページ（くまもと電子申請ページ）

　公式ウェブサイトの「津志田河川自然公園紹介ペー

ジ」からログインできます。

▼お問い合わせ先

　町産業振興課　 TEL096-234-1176（内線151）
・甲佐町公式ウェブサイト

　http://www.town.kosa.kumamoto.jp/

Informations
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ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
の
内
容

利
用
時
間

会
場

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

TEL

実
施
日

受
講
会
場

受
講
料

受
講
申
込
期
間

申
込
方
法

お
問
い
合
わ
せ
先

TEL

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

TELTEL
▼
お
問
い
合
わ
せ
先

TEL ｃ
く
ら
し
安
全

皆
さ
ん
の
悩
み
や
不
安
は

警
察
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

甲佐町総合型地域スポーツクラブ

「I・YOUスポーツクラブ」

10月のアユスポ・カレンダー

●スポンジテニス＆バドミントン

  

●少年柔道

　●卓球

●サッカー教室

　●バスケットボール教室

  

●ジュニアバスケット教室

■お問い合わせ先

TEL

農
地
を
貸
し
た
い
人
借
り
た
い

人

を

募

集

し

て

い

ま

す

ｅ
募
集

甲
種
防
火
管
理
者
資
格
取
得

講

習

会

を

実

施

し

ま

す

10月24日（月）「甲佐町復興支援寄席」を開催します

　町公民館では、「甲佐町復興支援寄席」を10月24

日（月）に開催します。

　入場無料ですので、ぜひご来場ください。

▼開催日時

　10月24日（月）

　午後５時30分開場　午後６時開演

▼会場　町生涯学習センター・ホール

▼出演者

　柳家小太郎、翁家和助、春風亭一蔵

▼お問い合わせ先

　町教育委員会公民館事務局

　 TEL096-234-2447（内線321）

 Event

11月６日（日）開催
平成28年度産業文化祭

　 　

　平成28年度産業文化祭を11
月６日（日）に開催します。多
数のイベントを予定しています
ので、多くの皆さんのご来場を
お待ちしています。
日時
　11月６日（日）
　午前９時～午後４時30分
会場
　町役場ろくじ館側駐車場、町
農業研修センター「ろくじ館」、
町生涯学習センター

　町産業振興課

　 TEL 096-234-1176( 内線155)
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﹇
短
歌
﹈ 

渡
辺
幸
士 

選

ひ
た
す
ら
に
努
力
重
ね
し
ア
ス
リ
ー
ト
胸
に
勝
利
の

メ
ダ
ル
輝
く 

赤
星　

延
子

日
が
経
ち
て
笑
顔
も
戻
り
復
興
を
目
指
す
被
災
者
に

エ
ー
ル
を
送
る 

緒
方　

明
美

ひ
と
夏
を
う
す
紅
色
に
咲
き
盛
る
百さ
る
す
べ
り

日
紅
の
花
狭
庭

を
染
む
る 

塚
原　

暁
益

リ
オ
五
輪
日
本
選
手
の
活
躍
の
メ
ダ
ル
ラ
ッ
シ
ュ
を

テ
レ
ビ
に
見
入
る 

上
村
や
す
美

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
胸
熱
く
せ
し
夏
の
日
も
コ
ウ
ロ
ギ

鳴
き
て
秋
に
入
り
ゆ
く 

吉
永
由
紀
子

百
歳
に
近
き
婦
人
に
薦
め
ら
れ
八
十
路
な
る
わ
れ
短

歌
詠
み
お
り 

池
田
キ
ヨ
子

夫
逝
き
て
百
日
を
過
ぎ
吾
ひ
と
り
遺
影
の
笑
み
に
話

し
か
け
お
り 

赤
星　

文
子

幾
度
も
地
震
に
揺
る
る
花
々
は
零
る
る
ご
と
く
咲
き

て
逞
し 

内
田
乃
武
子

紫
蘇
の
葉
を
千
切
り
て
作
る
紫
蘇
ジ
ュ
ー
ス
孫
と
楽

し
む
夏
の
思
い
で 

塚
本　

俊
子

草
を
取
る
吾
が
手
に
留
ま
り
針
を
刺
す
藪
蚊
も
生
き

る
餌
を
望
む
か 

上
村　

か
ず

日
毎
減
る
預
金
と
寿
命
知
り
つ
つ
も
明
日
の
夢
み
る

わ
た
し
の
矛
盾 

渡
辺　

幸
士

　

﹇
川
柳
﹈ 

渡
辺
幸
士 

選

　
　
　

「
元
気
」

老
い
て
な
お
元
気
や
る
気
を
杖
に
し
て 

日
隈　

俊
郎

ま
だ
元
気
気
持
ち
だ
け
で
も
負
け
ら
れ
ぬ 

三
芳　

嘉
逸

元
気
に
て
早
寝
早
起
き
食
旨
し 

　

安
浪　

ア
キ

　
　
　

「
化
粧
」

化
粧
し
た
馬
が
凛
々
し
い
随
兵
会 

林　
　

雅
之

白
粉
を
付
け
る
余
地
な
し
九
十
顔 

布
田　

愛
子

怖
い
な
あ
夜
道
で
逢
っ
た
厚
化
粧 

清
川
み
ど
り

気
持
ち
ま
で
老
い
ぬ
心
に
化
粧
す
る 

渡
辺　

幸
士

　

﹇
肥
後
狂
句
﹈ 

北
川
直
美 

選

喧
嘩
し
て　

一
番
高
い
ケ
ー
キ
買
う 

広
田
み
ど
り

喧
嘩
し
て　

暖
簾
の
奥
で
仲
直
り 

下
山　

千
恵

喧
嘩
し
て　

今
夜
は
飯
の
の
さ
っ
ど
か 

志
垣　
　

光

喧
嘩
し
て　

砂
噛
む
如
る
夕
餉
時 

佐
藤　
　

葵

喧
嘩
し
て　

へ
そ
く
り
の
場
所
思
い
出
し 

布
田
か
ん
な

喧
嘩
し
て　

家
庭
内
で
も
別
居
す
る 

平
井
や
よ
い

喧
嘩
し
て　

一
夜
明
く
っ
と
え
び
す
顔 

長
原　

産
賀

喧
嘩
し
て　

戸
の
開
け
閉
め
の
荒
か
こ
つ 

佐
野
し
ょ
う

喧
嘩
し
て　

む
ご
う
茶
碗
の
無
う
な
っ
た 

光
永　
　

六

喧
嘩
し
て　

た
っ
た
一
日
家
出
す
る 

井
元
あ
ざ
み

喧
嘩
し
て　

今
度
ァ
助
太
刀
連
れ
て
来
た 

日
高　

美
里

喧
嘩
し
て　

犬
も
食
わ
ん
て
よ
う
言
う
た 

上
田　

梅
清

喧
嘩
し
て　

一
軒
飛
ん
で
お
裾
分
け 

北
川　

直
美

う
た
ご
よ
み　

〜 

神
無
月 

〜

クリ（麻生原）

　
■
お
問
い
合
わ
せ
先
　
町
教
育
委
員
会
公
民
館
事
務
局

　
　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
４
４
７
（
内
線
３
２
１
）



Public Relations KOSA
October 201619

　

今
年
の
夏
は
、
猛
暑
で
外
に
出
る

だ
け
で
も
汗
が
吹
き
出
し
て
く
る
厳

し
さ
で
し
た
が
、
最
近
は
秋
の
気
配

を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

し
た
ね
。
気
候
が
穏
や
か
で
過
ご
し

や
す
い
秋
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む

の
に
最
適
な
時
期
で
す
。

　

さ
ら
に
、
秋
か
ら
冬
に
向
け
て
私

た
ち
の
身
体
は
ど
ん
ど
ん
基
礎
代
謝

が
高
ま
っ
て
く
る
と
き
。
こ
の
時
期

に
運
動
す
る
と
さ
ら
に
基
礎
代
謝
が

上
が
り
、
体
脂
肪
が
燃
焼
し
や
す
く

な
る
身
体
に
な
る
そ
う
で
す
。

　

そ
こ
で
、
皆
さ
ん
に
お
す
す
め
し

た
い
の
が
10
月
か
ら
再
開
し
た
町
総

合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
室
。
さ
ま
ざ
ま
な
機
器
や
リ
ズ

ム
体
操
や
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
の
集
団

プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
が
用
意
さ
れ
、
自

分
の
ペ
ー
ス
に
合
っ
た
運
動
が
で
き

る
の
で
お
す
す
め
で
す
。

　

皆
さ
ん
も
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
を
利

用
し
て
、
健
康
な
身
体
づ
く
り
を
目

指
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

（
み
）

編

集

後

記

レシピ提供：料理研究家　沼田峰子さん（北原区）

作り方

①米はといでザルに上げ、30

分ほど置きましょう。

②鶏モモ肉は、食べやすい大き

さに切ります。

③ゴボウはささがきか細切りに

してすぐに水にさらします。

④調味料とだし汁で②と③を

サッと煮ておきます。

⑤炊飯器に①と④を入れ、３合

分の水を加えていつもどおり

炊きましょう。

⑥炊き上がったら全体を大きく

混ぜ合わせ、お茶碗に盛り付

けたら出来上がりです。

※ラップで包んでおにぎりにす

ると、ちょっと出掛けるとき

に持っていけますよ。忙しい

主婦におすすめの料理です。

※これからの季節には、キノコ

などの旬の食材を加えても秋

らしくていいですね。

★良いゴボウを選ぶポイント

　ひげ根が少なくてピンとした

もので、泥付きのものを選び

ましょう。

　　ゴボウの持つ不溶性食物繊

維は、胃や腸の中の水分で大き

く膨らみ腸内の発がん性物質を

吸着し体外に排出します。です

ので、大腸がんの予防には持っ

てこいの食材なのです。

　ただし、腎臓機能に障がいが

ある人は高カリウム結晶になっ

てしまうので注意が必要です。

かかりつけの医師や栄養士さん

に相談してきちんとした食生活

を心掛けてくださいね。

ゴボウの炊き込みご飯

ご存知ですか？

材料（４人分）

ゴボウ …………………… 150㌘
米 ……………………………３合
鶏モモ肉 ………………… 250㌘
しょう油 …………大さじ３～４
みりん …………………大さじ３
だし汁 ……………… 1.5カップ

こうさの野菜で作ってみよう！こうさの野菜で作ってみよう！

 住　所 氏　名 性別 保護者

世　持　岡崎　壮
そ う た

太　男　光　祐

下横田　松永　麗
う る は

羽　女　　涼　

仁田子　田上　　舜
しゅん

　男　龍　真

お誕生おめでとう
birth

項目 数 増減

男 5,184 △５

女 5,824 △３

計 11,008 △８

世帯数 4,307 １

平成28年８月31日現在

甲佐町の人口・世帯数
data

お悔やみ申し上げます
condolence

ひとの動き（敬称略）

８月11日（木）～９月10日（土）

ご結婚おめでとう
marriage

 住　所 氏　名 

　　夫　霧島市　仁田水元希

　　妻　白　旗　兵藤　亜衣

 住　所 氏　名 年齢 世帯主

岩　下　米村チエノ　67　哲　一

下横田　福永ツル子　92　精　一

芝　原　沖　　　武　82　かずえ

東寒野　田上スミ子　89　いづみ

大　町　西　デイコ　97　デイコ

豊　内　松永キヨ子　89　キヨ子

中横田　中嶋ムツ子　83　ムツ子

早　川　小屋敷キミコ　90　勝　男

白　旗　渡邉麟次郎　85　紀美子

［



　

「
震
災
を
乗
り
越
え
て
、
地
域

の
皆
さ
ん
が
仲
良
く
幸
せ
に
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
復

興
計
画
に
つ
い
て
話
し
合
い
た

い
」
と
話
す
の
は
、
甲
佐
町
復
興

計
画
策
定
委
員
会
の
委
員
を
務
め

る
宮
本
浩
市
さ
ん
（
田
原
区
）。

　

同
委
員
会
は
、
熊
本
地
震
に
よ

る
被
災
者
の
生
活
再
建
に
向
け
た

取
り
組
み
や
被
災
地
の
面
的
な
整

備
方
針
、
将
来
に
わ
た
っ
て
安

全
・
安
心
な
生
活
環
境
を
確
保
す

る
た
め
の
方
針
な
ど
を
示
す
「
甲

佐
町
震
災
復
興
計
画
」
の
素
案
を

作
成
す
る
た
め
に
、
８
月
に
設
置
。

一
般
公
募
で
選
ば
れ
た
町
民
と
町

職
員
で
構
成
さ
れ
、
本
町
復
興
の

た
め
に
必
要
な
こ
と
を
共
に
考
え

る
。
こ
れ
ま
で
に
、
ワ
ー
ク
シ
ョ

プ
な
ど
で
復
旧
・
復
興
に
関
わ
る

意
見
交
換
な
ど
を
実
施
。
11
月
の

策
定
を
目
指
し
て
い
る
。

　

宮
本
さ
ん
が
区
長
を
務
め
る
田

原
区
は
、
道
路
の
寸
断
や
家
屋
の

倒
壊
で
支
援
物
資
が
届
か
な
か
っ

た
り
、
避
難
所
に
行
け
ず
に
倉
庫

や
納
屋
に
避
難
し
た
り
す
る
人
も

多
か
っ
た
。
自
身
も
被
災
し
自
宅

を
解
体
、
現
在
は
白
旗
仮
設
住
宅

で
暮
す
。
宮
本
さ
ん
は
、「
町
内

で
も
特
に
被
害
の
大
き
か
っ
た
地

区
の
代
表
と
し
て
、
委
員
に
手
を

挙
げ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ

た
」
と
振
り
返
る
。

　

委
員
と
し
て
「
被
災
し
た
人
の

た
め
に
、
復
興
に
真
剣
に
向
き

合
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
宮
本
さ
ん
。「
第
１
に
被

災
者
の
こ
と
を
考
え
た
住
ま
い
づ

く
り
、
次
に
農
業
振
興
が
重
要
。

今
後
計
画
さ
れ
る
復
興
住
宅
も
大

切
に
な
る
」
と
思
案
す
る
。

　

震
災
を
通
じ
て
失
っ
た
も
の
も

多
か
っ
た
が
、
人
と
人
と
の
絆

（
き
ず
な
）
も
見
え
た
と
い
う
宮

本
さ
ん
。「
高
齢
者
な
ど
を
気
遣

う
人
も
多
く
い
て
、
地
域
の
つ
な

が
り
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

計
画
で
は
、
こ
の
つ
な
が
り
を
大

切
に
し
て
、
地
域
で
仲
良
く
暮
ら

せ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成
し
た

い
」
と
意
気
込
む
。

　

「
未
来
は
ま
だ
具
体
的
に
は
見

え
て
き
ま
せ
ん
。
で
も
、
復
興
に

向
け
て
一
歩
ず
つ
前
に
進
み
た

い
」
と
宮
本
さ
ん
は
、
地
域
へ
の

思
い
を
胸
に
前
に
進
む
。

2016年（平成28年）10月号

　通巻567号

発行・甲佐町　発行人・甲佐町長 奥名克美　編集・企画課　住所・〒861-4696 熊本県上益城郡甲佐町大字豊内719番地4　TEL096-234-1154
URL・http://www.town.kosa.kumamoto.jp/　※本紙は再生紙を使用しています。

こうさ広 報

復

興

に

向

け

て

歩

き

出

す

地
域
の
未
来
を
描
く
計
画
を

みやもと こういち / 本町の

震災復興の方針を示す「甲佐

町震災復興計画」の素案を作

成する町復興計画策定委員会

の委員。田原区長。

Kosa
Style
こうさ スタイル

宮本 浩市さん
Miyamoto Koichi

〔田原区〕


